
VOL.29
平成29年 2月15日発行

発行 ： 磐田市自治会連合会
編集 ： 磐田市自治会連合会総務部会

回　覧

磐田市自治会連合会事務局 ＜市自治振興課＞
1（0538）37-4811
http://www.iwatashi-jichikai.jp

連絡先

磐田市磐田市
自治会連合会だより自治会連合会だより

磐
田
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、「
自
ら
の

命
は
自
ら
守
る
」「
家
族
の
命
は
家
族
が

守
る
」
と
い
う
自
助
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
て
も
、
大
切
な
命
を
落
と

さ
ず
、
ま
た
、
発
災
後
も
自
宅
で
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
毎
年
3
月
11
日
を

「
家
庭
防
災
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
防
災
フ
ァ
イ
ル
を

使
い
な
が
ら
、
家
庭
で
で
き
る
防
災
・

減
災
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

平
成
26
年
度
か
ら
磐
田
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
会
員
の

皆
さ
ま
か
ら
募
金
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
に
よ
り
津
波
へ
の
不
安
等
に
は
差
が
あ
る
こ
と
は

重
々
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
住
民
の
命
を
守
る

と
と
も
に
、
次
世
代
に
安
全
・
安
心
な

地
域
を
残
し
て
い
く
た
め
に
、
一
丸
と
な
っ
て

今
で
き
る
こ
と
を
と
い
う
思
い
で
募
金
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
を
持
ち

ま
し
て
、
当
初
予
定
し
て
い
た
3
ヵ
年
が

終
了
し
、
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

防
潮
堤
整
備
は
、

平
成
26
年
度
か
ら

始
ま
り
、
本
年
度
か

ら
竜
洋
海
洋
公
園
、

太
田
川
右
岸
に
加
え
、

海
岸
沿
い
の
松
林

内
の
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。

今
後
、
自
治
会
連

合
会
で
は
、
市
へ
防

潮
堤
の
早
期
完
成
を

働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

津
波
避
難
訓
練
は
、
毎
年
3
月
に
磐
田
市
内
の
南
部

地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
震
が
起
き
た
ら
す
ぐ
避
難
」
を
徹
底
し
、
市
民

誰
も
が
率
先
避
難
者
に
な
る
自
覚
を
持
ち
、
地
震
の
揺
れ
が

収
ま
っ
た
ら
即
時
避
難
す
る
と

い
う
こ
と
に
重
点
を
置
き
、

訓
練
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
3
月
12
日（
日
）に

行
わ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
1
月
14
日
（
土
）
に
自
治
会
連
合
会
豊
岡

支
部
の
役
員
、
自
治
会
長
ら
25
名
が
自
治
会
長
研
修
の

一
環
で
竜
洋
地
区
の
津
波
防
潮
堤
の
工
事
現
場
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

津
波
基
金
へ
の
募
金
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
地
を
見
る
こ
と
で
防
潮
堤
の

現
状
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
4
月
か
ら
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
し
ま

し
た
。

自
治
会
活
動
で
の
、
会
議
資
料
や
地
域
回
覧
の
文
書
を

作
成
す
る
際
に
、紙
を
持
参
す
れ
ば
無
料
で
印
刷
で
き
ま
す
。

ま
た
地
域
の
打
合
せ
や
会
議
の
場
と
し
て
も
利
用
で
き

ま
す
し
、
地
域
活
動
の
事
務
支
援
、
相
談
な
ど
の
協
力
や

お
手
伝
い
も
し
て
も
ら
え
ま
す
。

今
年
度
、
福
田
支
部
内
の
豊
浜
地
区
に
23
番
目
と
な
る

交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
さ
れ
る
予
定
で
す
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
を
迎
え
る
中
、
交
流
セ
ン
タ
ー
を

地
区
の
活
動
拠
点
施
設
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
に

よ
る
様
々
な
団
体
の
連
携
、
協
力
に
よ
る
相
互
補
完
、

多
く
の
方
の
参
加
促
進
を
図
り
、
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
き
、
よ
り
良
い
地
域
に
な
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

● 

身
の
守
り
方
を
考
え
よ
う
！

丈
夫
な
テ
ー

ブ
ル
や
机
の

下
な
ど
物
が

倒
れ
て
こ
な

い
所
に
身
を

寄
せ
、揺
れ
が

お
さ
ま
る
ま

で
様
子
を
み

ま
し
ょ
う
。

● 

わ
が
家
の

　
　
　
危
険
診
断
を
し
よ
う
！

家
具
の
転

倒
防
止
、
落

下
防
止
策
な

ど
で
被
害
を

減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

● 

わ
が
家
の
防
災
備
品
を

　
　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！

災
害
時
に

必
要
な
非
常

持
出
品
や
備

蓄
品
の
チ
ェ
ッ

ク
を
年
1
回

以
上
行
い
ま

し
ょ
う
。

〜 31 地区・305 自治会の力の結集で安全安心のまちづくりに努めています 〜

家
庭
防
災
の
日

津
波
対
策
事
業
基
金
へ
の

募
金
活
動
の
お
礼
・

防
潮
堤
工
事
の
状
況

津
波
避
難
訓
練

交
流
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
　

活
用
し
よ
う

防
潮
堤
工
事
の
視
察

〜
自
治
会
連
合
会
豊
岡
支
部
〜

市内の交流センター

岩田交流センター ふれあい交流センター

大藤交流センター 福田中央交流センター

向笠交流センター 福田南交流センター

田原交流センター 竜洋交流センター

御厨交流センター 池田交流センター

南御厨交流センター 富岡交流センター

西貝交流センター 青城交流センター

南交流センター 井通交流センター

長野交流センター 豊田東交流センター

見付交流センター 豊岡東交流センター

中泉交流センター 豊岡中央交流センター

募金総額

46,698,611円
（H29.1.16 現在）

▲ 昨年の様子 ▲ 視察の様子

防潮堤工事箇所

防潮堤工事箇所



富
士
見
小
３
年

平ひ
ら
の野 

利り

な奈
さ
ん

青
城
小
３
年

林は
や
し 

央お
う
す
け介

さ
ん

富
士
見
小
３
年

吉よ
し
す
じ筋 

舞ま
の
ん音

さ
ん

豊
田
北
部
小
３
年

髙た
か
だ田 

来く
る
み望

さ
ん

青
城
小
１
年

大お
お
つ
か塚 

紫し
お
ん温

さ
ん

豊
田
東
小
２
年

榎え
の
も
と本 

楓か
え
でさ

ん

東
部
小
４
年

鈴す
ず
き木 

美み
の
り祝

さ
ん

向
笠
小
５
年

鈴す
ず
き木 

紅べ
に
か香

さ
ん

磐
田
北
小
５
年

井い
か
わ川 
雄ゆ
う
と登

さ
ん

長
野
小
６
年

木き
し
た下 

天て
ん
ま馬

さ
ん

青
城
小
６
年

米よ
ね
だ田 

光み

き希
さ
ん

磐
田
北
小
６
年

吉よ
し
だ田 

格い
た
るさ

ん

福
田
中
１
年

川か
わ
か
み上 

千ち
あ
き暁

さ
ん

豊
岡
中
３
年

山や
ま
う
ち内 

麻ま

り

あ
里
愛
さ
ん

竜
洋
中
３
年

赤あ
か
ほ
り堀 

花か
す
み純

さ
ん

福
田
中
３
年

加か
と
う藤 

凪な
ぎ
さ紗

さ
ん

磐
田
第
一
中
１
年

鈴す
ず
き木 

裕ひ
ろ
と士

さ
ん

神
明
中
３
年

馬ま
の
め目 

愛あ
ゆ
み弓

さ
ん

磐
田
西
小
3
年

本ほ
ん
ま間 

佐さ

ら徠
さ
ん

東
部
小
３
年

安あ
ん
ど渡 

京け
い
と杜

さ
ん

田
原
小
６
年

谷た
に
ぐ
ち口 
智と

も
や哉

さ
ん

磐
田
第
一
中
３
年

櫻さ
く
ら
い井 
あ
か
り
さ
ん

福
田
中
２
年

浅あ
さ
い井 

愛め
ぐ
み深

さ
ん

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

小
学
生
低
学
年
　

小
学
生
低
学
年
　

防
　
　
犯

交
通
安
全

小
学
生
高
学
年
　

小
学
生
高
学
年
　

防
　
　
犯

交
通
安
全

中
　 

学
　 
生
　

中
　 

学
　 

生
　

防
　
　
犯

交
通
安
全

東部小６年

鈴
す ず き

木 美
み ゆ う

侑さん

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た

防
　
　
犯

交
通
安
全

本
年
度
で
、
こ
の
取
り
組
み
は
11
回
目
に

な
り
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
８
０
８
作
品

と
な
り
、
防
犯
や
交
通
安
全
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
が
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

10
月
19
日
に
ら
ら
ぽ
ー
と
磐
田
情
報
館
で

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、

自
治
会
で
使
用
さ
れ
る
回
覧
板
に
掲
載
し
、

広
く
住
民
の
皆
さ
ま
に
作
品
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
防
犯
、
交
通
安
全
の
啓
発
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
詐
欺
電
話
に
は
気
を
つ
け
て
！

息
子
や
孫
な
ど
身
内
を
名
乗
る
者
、
市
役
所
、
社
会

保
険
事
務
所
、
銀
行
な
ど
か
ら
電
話
で
お
金
の
要
求
・

還
付
金
な
ど
の
話
が
で
た
ら
、
詐
欺
を
疑
っ
て
！

　

◆
息
子
や
孫
な
ど
本
人
以
外
に
お
金
を
渡
さ
な
い

　

◆
A
T
M
で
還
付
金
は
な
い

　

◆
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
他
人
に
渡
さ
な
い

　

◆
分
か
っ
て
い
て
も
気
を
つ
け
る
！

平
成
28
年
の
出
火
件
数
は
、
前
年
よ
り

20
件
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
近
年
、
火
災

件
数
は
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り

増
加
に
転
じ
た
の
は
平
成
23
年
以
来
5
年

ぶ
り
で
す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

今
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
28
年
の
交
通
死
亡
事
故
は
11
件
と
、

過
去
10
年
で
最
多
の
発
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て

高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故
が
多
く
発
生

し
て
お
り
、
早
め
の
ラ
イ
ト
オ
ン
と
自
発

光
式
反
射
材
の
着
用
を
呼
び
か
け
す
る

「
ピ
カ
ッ
と
作
戦
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
、

特
に
高
齢
者
の
方
に
交
通
安
全
の
呼
び

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
体
調

不
良
時
や
夜
間
な
ど
は
運
転
を
自
粛
す
る

の
も
ひ
と
つ
の
交
通
安
全
で
す
。
交
差
点

で
は
「
と
ま
る
・
み
る
・
ま
つ
」
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

▲ 表彰式の様子（交通安全の部） ▲ 表彰式の様子（防犯の部）

【応募状況】

応募総数 808 作品

防　　犯

小学生低学年の部 44 作品

小学生高学年の部 133 作品

中学生の部 96 作品

交通安全

小学生低学年の部 154 作品

小学生高学年の部 224 作品

中学生の部 157 作品

平成 28 年 市内の振り込め詐欺被害（認知）の状況

月　日 種別（だましの口実・言葉） 被害者 被害金額

1 月 7 日 オレオレ詐欺未遂
（取引書類入りの紙袋を盗まれた）

77 歳
女性 なし

1 月 9 日 架空請求詐欺
（サイト利用料未納）

28 歳
女性

15 万円分
ギフト券

1 月 20 日 架空請求詐欺未遂
（名義貸しは犯罪）

74 歳
女性 なし

1 月 26 日 オレオレ詐欺
（小切手入り鞄を忘れた）

88 歳
女性 200 万円

2 月 3 日 架空請求詐欺
（名義貸しは犯罪）

75 歳
女性 200 万円

2 月 12 日 オレオレ詐欺
（会社の金の使い込み発覚）

73 歳
女性 100 万円

2 月 19 日 オレオレ詐欺
（小切手入り鞄をコンビ二に忘れた）

74 歳
女性 200 万円

2 月 24 日 架空請求詐欺
（サイト利用料未納）

53 歳
男性

150 万円分
ギフト券

3 月 17 日 オレオレ詐欺未遂
（小切手入り鞄を盗まれた）

80 歳
女性 なし

3 月 25 日 オレオレ詐欺
（会社名義のカード入り鞄を盗まれた）

66 歳
女性 100 万円

3 月 28 日 オレオレ詐欺
（勤務先の通帳入り鞄を盗まれた）

74 歳
男性 200 万円

4 月 13 日 オレオレ詐欺未遂
（通帳とカード入り鞄をコンビ二に忘れた）

70 歳
男性 なし

5 月 31 日 オレオレ詐欺未遂
（会社の重要書類をなくした弁償する）

66 歳
女性 なし

8 月 8 日
8 月 9 日

還付金詐欺
（税金が戻るATMで手続きを）

65 歳
女性

199 万
2,242 円

9 月 15 日 オレオレ詐欺
（電車に鞄を置き忘れた）

67 歳
男性 100 万円

10 月 28 日〜
11 月 7 日

架空請求詐欺
（サイト利用料未納）

70 歳
男性

356 万
7,800 円

12 月 6 日 還付金詐欺
（高齢医療費をATMで）

76 歳
女性

99 万
5,424 円

平成 28 年 火災概要
件数 前年比

出火件数 61 件 +20 件
建物火災 34 件 +15 件
車両火災 5 件 -1 件

その他火災 22 件 +6 件
林野火災 0 件 0 件

平成 28 年 出火原因
原因 件数

放火や放火の疑い 16 件
タバコの投げ捨てや放置等 8 件

たき火 6 件
溶接機・溶断機 4 件

その他 27 件

地
域
の
安
全

  

安
心
に
つ
い
て

防
火
の
ポ
イ
ン
ト

① 逃げ遅れを防ぐため住宅用火災警報器を設置する
② カーテンなどからの火災を防ぐために、防炎品を使用する
③ 火災を小さいうちに消すために住宅用消火器等を設置する
④ お年寄りや身体の不自由な人を守るために隣近所の協力体制をつくる
⑤ 寝たばこは、絶対やめる
⑥ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
⑦ ガスコンロなどのそばから離れるときは、必ず火を消す
⑧ 建物の周りに燃えやすいものを置かない

防
犯

火
災
予
防

交
通
安
全


